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 当研究会では今回初めて WEB を組み入れた特別講演会を開催致しましたので、ご紹介します。 

◆◆◆

■講演会概要 

・開催日時：2020 年 12 月 4 日（金） 

15 時 30 分-17 時 00 分 

・テーマ：新型コロナウイルス感染症に対する最新

の知識と建物の運用方法について 

・講演者：東京理科大学 工学部 倉渕 隆 教授 

・開催方法： 

ご来場参加者：8 名 Web 参加者：29 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1：講演風景 
 

■はじめに（本講演を開催するにあたり） 

 当研究会では、コロナ禍における、省エネルギ

ーの在り方・両立という新たな課題に直面してい

ます。オンラインを取り入れた、第一回目の特別

講演会では、コロナ禍における、換気を中心とし

た最新知識と建物運用方法をテーマに企画させ

ていただきました。 

講演者は、日本における室内換気研究の第一人

者であります、東京理科大学工学部の倉渕隆先生

をお招きしまして、ご講演いただきました。先生

は、長年に渡り、建築空気環境、換気設備、室内

気流のコンピュタ－シミュレーションによる研

究に携わられています。先生の講演を通じて、私

たち一人一人が今日からできる感染防止対策を

実測値やシミュレーションにより、新型コロナウ

イルスの特性を理解し、with コロナ時代の空間づ

くりや設備運用の在り方について、会員の皆さま

と情報共有や正しい理解を深めていければと考

えております。 

■講演内容 

1．世界・日本におけるガイドライン  

2020 年 2 月、世界で新型コロナウィルスの拡大

を見せ始め、WHO（世界保健機関）と CDC（アメリ

カ疾病予防管理センター）では、この未知なるウ

イルスの感染経路について、各見解を発表。2020

年 7 月、WHO による見解では、『室内の換気が不十

分な室内では、一定量のエアロゾルを吸引するこ

とによる感染の可能性が高いこと』が示されまし

た。日本における感染者の追跡調査結果では、密

閉空間での二次感染確率は、密閉空間でない場合

の感染の約 19 倍という非常に高いリスクがある

ことが数値として明らかになるなど、換気の重要

性が改めて認識されました。 

同年 3 月、日本では、一連の状況から、新型コ

ロナウイルスは、空気感染の可能性が高いことを

踏まえて、厚生労働省は、機械換気の場合、ビル

管理法に基づく 30m3/（h・人）の換気量を確保、

窓開け換気の場合、2 回/h を推奨。講演の中で、

先生は上記と併せて、ASHRAE（アメリカ暖房冷凍

空調学会）で推奨している、室内環境を換気量

30m3/（h・人）だけでなく、室内温度 18～28℃、

相対湿度 40～60％RH を維持することもウイルス

の活性を低減する意味で重要な要素であると提

唱されました。また、誤解してはいけないことは、

換気量 30m3/（h・人）は、あくまで感染者の存在

が不明な条件下での目標となる値であり、感染者

が存在する条件下では、更なる換気量確保が必要

になるとの注意も促されました。 

換気量調整の一つの指標としては、室内 CO2 濃

度を 1000ppm 以下に維持することでした。簡易的

には、市販されている、15,000 円/台程度の CO2濃

度センサーで計測すれば、比較的精度の高い計測

数値が得られるとされました。 

 

2．エアフィルター、空気清浄機、UVGI の効果 

前項にもあるように、第一の対策については、

最適な温湿度を保ちながら、推奨された換気量を

確保することが、感染防止に必要な空間づくりと

なります。続いては、これらの条件を確保した上
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での更なる対策、もしくはこれらを実現するのが

難しい状況下での、第二の対策について説明いた

だきました。第二の対策としては、中性能フィル

ター、空気清浄機や UVGI の設置により、ウイルス

を効果的に不活化することが有効な手段だとさ

れました（図 1）。これは、新型コロナウイルスだ

けではなく、今後、新たに到来する未知なる細菌

対策としても有効な手段であり、備えていくこと

が必要であるとのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：UVGI による殺菌効果 

3．一人一人ができる飛沫感染の防止 

私たちができる飛沫感染を防止させる方法は、

一番にマスク着用となります。先生の研究でも、

マスクの種類等の検証をされましたが、マスク効

用について、捕集率を調べたところ、外部のウイ

ルスを 5～9 割カットし、特に感染者がマスクを

着用すると 8～9 割の飛沫をカットできるとの検

証結果が出ています。Wells-Riley 感染確率モデ

ルの Quanta（感染粒子発生量）においても、ウイ

ルスを低減させるために、換気量を増やすこと、

マスク着用を徹底することが空気感染防止に有

効な手段だということが理論的にも明らかとな

りました（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．空調方法と業態別対応について 

図 2：マスク・フェイスシールドによるウイルス低減効果 

4．空調方式と業態別の感染防止について 

中央式空調方式では、取入外気量を増やす運転

を行い、VAV を利用している場合については、OA

量の不足に留意する必要があります。個別空調方

式では、換気システムが空調システムと連動して

運転していることを確認する必要があります。い

ずれの方式も中性能フィルターを設置すること

も感染防止に有効としています。 

業態別の対策方法として、住宅については、家

庭内感染が多い理由の一つが、換気量確保が難し

いことです。感染者がいる場合、感染者を隔離す

ることが家庭内感染の拡大防止に最も有効な手

段になります。学校については、ヨーロッパでは

CO2濃度 800ppm を上限に換気管理をしています。

映画館・劇場については、マスクを着用し、静か

に鑑賞する場合、クラスターの発生確率は低いと

考えられます。居酒屋等については、大声で話す

頻度が高く、大量の飛沫が発生。その分、大量の

換気が必要となるとのことです。カラオケについ

ては、外気を廊下から取入れ室内に給気している

ケースが多く、室内排気口の下で歌うと効率的に

排出されるというシミュレーションを提示。フー

ド下で歌うことも有効とされています。 

 

5．質疑・応答  

・夏場は換気を増やすことで結露が増えた。冬場

の運用はどの様にしたらよいか。 

⇒換気だけではなく、18℃、40％を維持していた

だきたい。 

・コロナ禍が収束した際には、換気の設計基準等

の数値が見直される可能性はあるのか。 

⇒様々な条件に対応できるように余裕の有る設

計をしていくことが望ましい。外界状況に柔軟

に対応できる建物・設備計画が不動産価値の向

上に繋がると考えています。その一つとして、

UVGI の投資などを積極的にしていくことも有

効と考えている。 

・空調のフィルターの交換時期（目安）は有るか。 

⇒コロナウイルスが付着しているエアフィルタ

ーの活性を失うことを検証した事例は現時点

ではなく、他ウイルスによる事例から考えると

1 日程度で活性を失うと考えられています。 
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